
群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　3000520003CC/20090708

( 科目コード：3000520003CC)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】数学 AII

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・3 年次
【担当教員】

碓氷 久

【授業目標・教育方針】
解析学における基本的な理論や知識を習得し、今後の学習に十分耐えられる能力をつけることを目標とする。演習等
により、計算技能の習熟を図り、問題解決能力を養う。
重積分の理論や応用を学習する。また、微分方程式の基本的な考え方に慣れ、微分方程式を解くための基本的な方法
を身につける。

【授業概要】
1. 重積分
・重積分の計算に欠かせない座標変換の理論を学び、与えられた被積分関数と領域に適した座標変換を見出し、計算
する能力をつける。
・広義積分の概念を理解し、計算技能の習熟を図る。
・重積分の応用として、曲面積や平面図形の重心を求める。
2. 微分方程式
・微分方程式の意味を学び、１階微分方程式につき、変数分離形、同次形、線形の場合等の解法について学ぶ。
・２階線形微分方程式の解の一般的性質といくつかの典型的な場合の解法について学ぶ。さらに線形ではないが解く
ことができる例についても学ぶ。
3. 関数の展開
・ 基本的な対象については、収束、発散の判定や極限値を求める方法にも触れ、計算技能の習熟を図る。
・マクローリンの定理とテイラーの定理を学び、関数の局所的挙動を捉える。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書： 斎藤　斉 他 著 新訂微分積分 II （大日本図書）
問題集： 斎藤　斉 他 著 新訂微分積分 II 問題集 （大日本図書）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：数学 AII）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 9 変数の変換と重積分  （教科書：
P.74 ～ P.94）

座標軸の回転，極座標による 2 重積分，変数変換，広
義積分，2 重積分のいろいろな応用，

10 ～ 15 微分方程式と解  （教科書：P.95
～ P.108）

微分方程式の意味，微分方程式の解， 変数分離形，同
次形，１階線形，

16 ～ 22 ２階微分方程式  ( 教科書：P.109
～ P.129）

線形微分方程式，定数係数斉次，定数係数非斉次，い
ろいろな線形微分方程式，非線形２階微分方程式，

23 ～ 30 関数の展開
( 教科書：P.130 ～ P.148)

不定形の極限，級数，べき級数の収束半径，マクロー
リンの定理，テイラーの定理，マクローリン展開，テ
イラー展開，テイラーの定理（2 変数）

- 1 -


